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ステージで元気にパフォーマン

ス！ グリーティングでは多く

の方に笑顔を届けます。

【主な実績】

SAITAMA子育て応援フェスタ

＠さいたまスーパーアリーナ／

志木市民まつり＠いろは親水公園

／あさか産業フェア＠朝霞市産業

文化センター／新座市介護保険課

主催イベント など

2026年3月18日、１年間を振り返り、

次年度の活動を計画しました。これか

らも、学生一人ひとりの強みや個性を

活かした活動を継続していきます。

「できるときに できることを」

それがプラスちゃんくらぶのモットー

です。

【2025年度 学内構成員】

星野祐子（文芸文化学科）、塚田昭一（児童教育学科）、名達英詔（幼児教育学科）

飯田路佳（健康栄養学科）、渡邊孝枝（幼児教育学科）

２０２５年度も
楽しく活動できました！

朝霞市の芸能事務所「トライメート」と

連携。「キャプテンカロテンヒーロー

ショー×脱出ゲーム」イベントの運営を

手伝ったり、学園祭でステージイベント

を実施したりしました。

割りばしを使って発射台を作成。ピンポ

ン玉発射ゲームで小学生と対決しました。

【主な実績】

ぱわーあっぷくらぶ＠新座市立栗原小学校／

チャレンジスクール＠さいたま市立仲町小学

校 など

重曹アートやホイップデコのワーク

ショップはいつも大人気。

幅広い年代の方に体験をしていただ

きました。

【主な実績】

新座市制施行55周年記念イベント子ども

向けワークショップ＠新座市役所／あさ

か産業フェア＠朝霞市産業文化センター

／東北コミセン祭り＠新座市東北コミュ

ニティセンター／夏フェスin中央公民館

＠和光市中央公民館／野火止ココフレン

ド＠野火止小学校／大和田ココフレンド

＠新座市立大和田小学校 など

2



3



森の工作コーナー
・毎年11月、12月、1月に各1回開催している「森の
プレーパーク」において、HUGネットの工作コーナー
を開催しています。
・自然素材だけを利用したリースづくりは世代を問わず
大人気です。
・今年は「ぶんぶんゴマ」も人気でした。
・約15人のボランティアスタッフが、丁寧に教えてくれます。
・学生スタッフも楽しみながらお手伝いをしています。

ホタル活動・リーフレット作成
野火止用水クリーン活動

・4月にはホタルの幼虫放流会、5月にはホタル観賞
会を開催しました。野火止用水沿いにたくさんの親
子連れが集まりました。
・これまでのリーフレットが小さくて見にくいという意見
をいただき、B4判三つ折りのリーフレットを新たに作
成しました。
・12月に東京都の活動に合わせて野火止用水クリーン
活動を開催しました。学生2名、小中高生4名を含
む64名が参加しました。
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里芋の親芋はえぐみが強く、廃棄される未利用食材

ですが、学生たちが調理における下処理の方法を工夫

し、コロッケのレシピを発案しました。シニア健康教室

参加の高齢者にランチとして提供し、なめらかな食感

で食べやすく、とてもおいしいと大好評でした。食事中

に、学生が親芋の特徴や廃棄の現状、調理の工夫点な

どを説明しました。 

校庭に実った夏みかんを利用して、学生が、コンポー

ト、ジャム、ポンデケージョの調理実習とカルシウムなど

の栄養に関する講義を行いました。また、地元のパティ

スリー「パパピニョル」さんとのコラボ授業で作ったブ

ラウニーにジャムをのせて試食し、夏みかんの爽やかな

風味が色々な料理やお菓子に活用できることを体験し

てもらいました。 

第一部は食文化を学ぶ学生が、夏を元気に乗り切る

食事の摂り方の講義をクイズやペアトークをとり入れな

がら楽しく行い、第二部では、運動を学ぶ学生が、暑い

日でも無理なく室内で運動できるチェアダンスを指導

しました。明るいリードと軽快な音楽に合わせて、会場

が一体となり、笑い声に包まれました。また、フードモデ

ルを使って簡単食事診断も体験して頂きました。  

食物アレルギーを持つ親子を対象に、学生が鶏卵・

乳・小麦を使わずに作れる「ハヤシライス」と「米粉クッ

キー」の調理実習と、食物アレルギー向けの市販代替食

材のミニ講義を行いました。アレルギーがあっても「みん

なと同じ」おいしい料理が食べられる体験は、子どもに

は大きな喜びであり、子どもたちが目を輝かせて食べる

姿に、学生は涙が出そうになるほど感動していました。 

新座市：里芋親芋コロッケ 

地元未利用食材が滑らかな絶品に！

和光市：夏みかんで食育 

校庭の食材で地産地消の驚きを！

清瀬市：夏バテ予防講座 

クイズとダンスで広がる地域の輪！

新座市：子育て応援講座 

アレルギーでも「おいしい」を共有！

「食にプラス、笑顔をプラス！学生たちの挑戦の軌跡」
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地域を舞台に紡がれた探究の物語
〜昔話の「かっぱ」から広がった、子どもの主体性と地域のつながり〜

朝霞本町保育園の年長児たちが、地域の昔話をきっかけに出会った「かっぱ」。

子どもたちの「かっぱに会いたい！」「かっぱのために何かしたい！」という純
粋な探究心は、1年間を通じて多様な遊びへとダイナミックに展開していきました。
この1年、「おさんぽ プラス」は、子どもたちの遊びと、それを近くで支える保育
者を応援してきました。

自分たち自身が「かっぱ」になりきって遊ぶことから始まり、園庭ではかっぱの
大好物であるきゅうりを栽培。さらに保育室では、段ボールや積み木を組み合
わせて想像力あふれる「かっぱの町」を作り上げました。9月の公開保育では、

試行錯誤して作ったこの町を訪れた見学者へ、子どもたちが自ら自信たっぷり
に紹介する姿が見られ、主体性が発揮される場となりました。

この「かっぱへの興味」は、園内だけに留まらず、地域や他機関を巻き込む大
きな原動力となりました。近隣小学校との保幼小連携では、かっぱ色（緑色）に
染めたいという年長児の思いを受け止め、4年生が一緒に自然物を探して草木

染めを行うなど、途切れない「学びの連続性」へと発展。さらに探究の集大成と
して、志木市役所への園外保育を企画し、憧れのキャラクター「カパル」と大学
の「プラスちゃん」に遭遇するという、子どもたちにとって思い出となる特別な出
会いも実現しました。

身近な地域の文化資源を出発点に、子どもたちの「やってみたい！」を応援し
続けた1年間。それは、保育の質の向上だけでなく、地域全体で子どもを育て、
共に学ぶことの豊かな意味を教えてくれるものでした。

公開保育後の語り合い

カパルとプラスちゃんに出会う！

朝霞市本町保育園と共に歩んだ３年間
「大学との協働」から「保育者が輝く」自走のカタチへ

朝霞本町保育園とともに歩んだ3年間。幼児教育学科のモットーは、「子どもから学ぶ、子どもと共に育つ」こと。本学

の保育者養成で大切にしてきた、「遊びの中で子どもたちの主体性の発揮を見つめること、保育者が子どもと一緒に保
育を楽しむこと」に一緒に取り組んできました。3年目を迎えた今年、現場の先生方自身が子どもの姿を心から喜び、子
どもの主体性の発揮を支える保育が見事に展開されていました。

そこで大学は一歩引いて「裏方」へと回りました。地域の保育者が主役となり、大学がそれをそっと支える黒子になる。
これこそが、私たちが本当に目指してきた「おさんぽ プラス」の姿です。

これまでの成果をベースに、2026度からは新プロジェクト
「まちで遊ぶ×まちで育つプロジェクト」へと進化します！

「おさんぽ プラス」は継続しながら、遊びと学びを豊かに
“つなぐ”「かけはしプラス」などの新機軸を加え、小学校と

連携を深めて行きます！途切れない「学びの連続性」を、
地域全体で支えることに取り組みます。また、この生きた
現場を通じて、将来の保育を担い、地域社会で輝く学生の
育成にも一層力を注いでまいります。

大学と保育園、そして小学校や地域が手を取り合い、子
どもたちの「やってみたい！」を真ん中に置いた温かいプ
ロジェクトへ。私たちの挑戦はこれからも続きます！

次年度へのステップアップ
「まちで遊ぶ×まちで育つ プロジェクト」へ

プロジェクト学内構成員：幼児教育学科 渡邊孝枝・名達英詔・横井紘子
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学校・地域・大学がつながる実践的な食育活動

夏休み前に届けた、子どもたちへの食育授業
各学年ともに「健幸を自分のため、家族のため、社会のため」と考え、学生は学校現場で共に学ぶ活動でした。

①食育授業と夏休み後アンケート結果
地域の小学校と連携し、小学6年生を対象に、夏休み中の食生

活を考える授業を実施しました。
昨年度の給食時間での指導・調査を踏まえ、夏休みは食事のリ

ズムやバランスが乱れやすいことに着目。児童自身が「何を、ど
のように食べるか」を考える機会としました。
児童は熱心に参加し、学生にとっても、子どもたちへ直接食育

を実践する貴重な経験となりました。

ココフレンドで放課後食育活動
2か所のココフレンドで、低学年児童を中心に、食べ

物カードを使ったりクイズを作ったりして食育活動を
実施しました。また、ダンス動画を作成して子どもた
ちと一緒に体を動かし、遊びを通して運動と食事を楽
しく学ぶ機会を設けました。このダンス動画は、その
後、小学校の運動会での体操としても使用されました。

食育は、食事内容を伝えるだけでなく、児童の生活、心身の健康、家庭や地域とのつながりを支
える取り組みです。学校現場の実情に合わせ、子どもたちが自分の健康を考える力を育てる取り
組みを、学生たちの協力によって形にすることができました。

活動を通して見えてきたこと

授業前に事前アンケートを実施、その結果
の一つです。休日の食事リズムの乱れや間
食の頻度の高さ、食事のバランスを意識で
きていない児童の多さも明らかとなり、
食生活には個人差や改善の余地が見られた。

自分の食生活を
ふり返ることができた

夏休みにできる
行動を考えることができた

学生の実践的な学びに
つなげることができた

■食育後の内容（児童の様子と成果）
本授業や給食指導を通じ、児童が主体的・具体的に食生活をふり返る

姿が多く見られました。「朝食を食べることで1日元気に過ごせた」など、
食生活と体調の変化を関連づけて捉える児童もおり、食事の重要性への
理解を深め、学びを「自分ごと」にする成果が得られました。一方で、
目標の表現が抽象的な児童や、継続的な意欲を示す児童が一部に留まる
課題も明確になり、今後は事前の振り返り時間の確保や行動定着のため
の工夫が必要と考えています。

■ 学生の実施後の感想
栄養教諭の先生をはじめ、多くの先生方には事前打ち合わせから授業

の準備にいたるまで、多大なご協力をいただき心より感謝申し上げます。
貴重な1コマを頂戴し、児童に向けて直接食育を実践できたことは、私た
ちにとって大変貴重な経験となりました。今回の出前授業で得た成果と
課題をしっかりと生かし、今後の学びや実践に結びつけてまいります。
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食品開発学科 渡辺ゼミ、社会情報デザイン学科
川瀨ゼミと松本ゼミでは、新座クラフト様にご協力を
いただき、十文字学園女子大学×新座クラフト コラ
ボ企画第2弾としてユ-ファーム様（本庄市）といちご
さんぽ園様（新座市）の苺を使用したオリジナルクラ
フトビールを企画・製造しました。

近年若者のビール離れなどでビール類市場の縮小
が続く中、クラフトビールは堅調に伸びています。そこ
で、私たちは、女性や若者、ビールが苦手な人でも飲
みやすい苺味のオリジナルクラフトビールの開発を目
指しました。また製造後に発生したビールホップ残渣
にも着目し、抗炎症作用を中心とした機能性の探索
研究も行いました。

～プロジェクトの活動概要～ ～クラフトビール造りに挑戦～

麦芽の粉砕 糖化 ホップと苺の投入

充填と打栓 発酵・熟成

渡辺ゼミがビール製造を担当！
『ヘレス』 をベースに苦みを抑えながら、埼玉県産の苺を
約40ｋgを使用することで苺の甘くて優しい香りを表現し
たビールです。特にZ世代の若者が好むような味わい
を実現しました！

松本ゼミがネーミングを担当！
『BELLUME（ベルーメ）～香苺（こうばい）～』は
十文字学園の象徴である『桐華』にちなんで、ベルの形
の桐の花とドイツ語で花を意味する『ブルーメ』を掛け
合わせ、『香苺（こうばい）』は苺の甘くて優しい香りをイ
メージした造語です。

川瀨ゼミがラベルデザインを担当！
苺の可愛らしさをイメージしたデザインに仕上げました。

規格外苺の収穫作業をしました 苺はピューレ状に加工しました

農商工連携フェアに出展しました アイラブ新座フェスに出店しました

大相撲新座場所に出店しました
大学院生がJAACT2025国際
学会（大阪）で発表しました
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地域をいろどる学生のチカラ
志木チャレンジショップ2号店のコンセプトメイキングと「彩の彩」ブースデザイン

学生が地域企業や行政と協働し、企画段階から地域課題に関わりました。ことばによるコンセプト提案と
地域の魅力を伝えるビジュアル制作を通じて、学びを地域の実践へつなげました。

事業① 志木市チャレンジショップコンセプトデザイン

ことばで地域活性化

店舗の位置づけを整理しコンセプト提案を行いました。

チャレンジショップ「つどい」オープン告知

日常を彩るお店が集う場として「つどい」という
店舗名を付けました。

4〜6月

地域のニーズを知る

企業や行政の担当者と、
地域ニーズや店舗の役割
について協議しました。

7〜9月

コンセプトを具現化

店舗空間コンセプトの提案
書を作成し、ミーティングを
重ねました。

10月

発信への関わり

オープンイベントはじめ企画
を担当し、店舗の役割の発信
に努めました。

事業② 「彩の彩（SAI NO IRODORI）」企画イベントブースデザイン

埼玉の名産や歴史をモチーフも採用した「彩の彩（いろどり）」ビジュアル ビジュアル 検討の様子

1
企画立案

埼玉ローカルフード
プロジェクトと協働

2
ブースデザイン

協議を重ねブースの
構成や見せ方を検討

3
ビジュアル制作

テーブルクロスや
のぼりのデザインを提案

4
イベント協力

デザイン力で埼玉の
魅力発信のお手伝い

成果

企画段階からの参画

学生が調査・ヒアリング・提案
に関わり、学びを地域における

実践へとつなげました。

アイデアの具現化

学生が関わったコンセプトメイ
キングが、店舗名と発信物の

形になりました。

表現力の地域還元

学生自身による言語化とビジ
ュアル制作を通じて、地域の魅

力発信に貢献しました。

本プロジェクトは、地域の課題や魅力を発見する視点を育むとともに、
学生が地域の方々と対話しながら実践的に学ぶ貴重な機会となりました。
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とことこぷらすのへや
・毎週金曜日14時から18時に学内で開催している
新座市の不登校支援ルームです。現在約25名
の小中学生が登録しています。
・児童教育学科と心理学科の学生が中心となり、
生活支援と学習支援をしています。一人ひとりの特
性に応じた環境づくりを行い、学習支援は個別
で行っています。
・最近は学習意欲が高まり、学習を楽しいと感じてい
るようです。学校に通えるようになった児童生徒も
増えています。

子育て支援パントリー
・大学、新座市の商店会、志木市の商店会で年数回
実施しています（2025年度は8回）。
・食品・日用品のほか、コスメにも力を入れています。
・子どもの遊び場づくりも行っています。
・大学で開催している「ひとり親多子世帯パントリー」
ではカフェコーナーもあり、相談や情報交換の場にも
なっています。
・「コスメバンクプロジェクト」様から支援していただい
ている年2回のコスメセットは大変喜ばれています。

宿題おうえんたい
・市内3か所で、地域の方が地域の子どものため
につくる夏休みの居場所です。
・学習指導や活動支援は学生ボランティアが中心
となって行いますが、町内会の役員、民生委員・
児童委員、社会福祉協議会の職員、地元の学校
の教員などが地元の学校の児童のみを対象とし
て活動しています。
・手作りカレーをみんなで食べるのも楽しいひと時と
なっています。
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